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特別レポート

　観測史上初めて震度７を２回記録した熊本

地震。被災地は大きな被害に見舞われた。本

レポートでは、いち早く復興支援に乗り出

し、フルラインナップのメニューで創造的復

興支援に臨む肥後銀行の取組みを見ていく。

し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
熊
本
城
は
天

守
閣
の
屋
根
瓦
が
剥
が
れ
、
し
ゃ
ち
ほ

こ
が
落
下
、
阿
蘇
大
橋
は
崩
落
し
た
。

熊
本
地
震
の
発
生
で
あ
る
。

　

布
田
川
・
日
奈
久
の
二
つ
の
断
層
帯

が
交
差
す
る
熊
本
県
益
城
町
で
は
、
４

月
14
日
の
前
震
と
16
日
の
本
震
で
震
度

７
の
揺
れ
が
発
生
。
同
一
地
域
で
震
度

７
を
２
回
記
録
す
る
の
は
、
観
測
史
上

初
め
て
だ
。

　

１
９
９
５
年
以
降
で
震
度
７
の
観
測

は
、
阪
神
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地

震
、
東
日
本
大
震
災
に
続
き
、
熊
本
地

震
が
４
例
目
と
５
例
目
。
地
震
に
よ
る

被
災
地
に
は
、
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

製
造
業
の
生
産
拠
点
と
な
っ
て
い
る
地

域
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
人
口
集
積
地
も

多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
の
震
災
か
ら
10
月
14
日
で
半
年
が

経
過
。
仮
設
住
宅
生
活
が
続
く
住
民
が

い
る
中
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
官
民

一
体
と
な
っ
た
支
援
活
動
が
加
速
し
て

い
る
。
熊
本
を
地
盤
と
す
る
肥
後
銀
行

は
、
い
ち
早
く
復
興
支
援
に
着
手
。
支

援
体
制
を
構
築
し
、
具
体
的
な
支
援
策

を
打
ち
出
し
た
。

　

以
下
で
は
、
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
た

被
災
企
業
等
へ
の
資
金
提
供
と
震
災
復

興
情
報
発
信
サ
イ
ト
「
か
せ
す
る
も

ん
。」
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
中
心

に
、
肥
後
銀
行
の
こ
れ
ま
で
の
復
興
支

援
の
取
組
み
を
追
う
。

「
ふ
る
さ
と
熊
本
」
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
肥
後
銀
行
の
行
動

は
迅
速
だ
っ
た
。
自
ら
も
被
災
し
、
臨

時
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
店
舗
・
Ａ

Ｔ
Ｍ
も
少
な
く
な
い
中
、
震
災
発
生
直

短
期
集
中
的
に
被
災
状
況
や

要
望
事
項
の
リ
サ
ー
チ
を
実
施

後
か
ら
取
引
先
の
被
災
状
況
や
要
望
内

容
等
の
リ
サ
ー
チ
に
奔
走
。
こ
の
活
動

は
、
法
人
個
人
の
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ

に
、
短
期
間
集
中
的
に
行
わ
れ
た
（
４

月
25
日
に
全
営
業
店
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
通
常

営
業
開
始
）。

　

法
人
分
野
の
リ
サ
ー
チ
活
動
は
、
熊

本
県
内
で
取
引
の
あ
る
事
業
法
人
全
先

に
実
施
。
そ
の
数
、
1
万
６
４
０
３
先

に
及
ぶ
。
政
府
系
金
融
機
関
や
自
治
体

な
ど
外
部
機
関
と
も
連
携
を
密
に
と

り
、
本
部
と
営
業
店
を
合
わ
せ
総
勢
４

７
２
人
を
動
員
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

も
う
一
方
の
個
人
分
野
の
リ
サ
ー
チ

活
動
は
、
同
じ
九
州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
の
鹿
児
島
銀
行
と
の
協
働
で

展
開
。
鹿
児
島
銀
行
や
本
部
・
県
外
支

店
の
応
援
を
受
け
、
総
勢
３
９
１
人
で

実
施
し
た
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
熊
本

市
内
、
益
城
・
阿
蘇
地
区
と
宇
城
地
区

の
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
約
３
万
２
０
０

０
先
を
重
点
的
に
訪
問
。
ト
ー
タ
ル
約

４
万
４
５
０
０
先
に
対
し
て
被
害
状
況

の
確
認
な
ど
に
汗
を
流
し
た
。

　

こ
の
リ
サ
ー
チ
活
動
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
た
被
害
状
況
は
、
法
人
分
野
が

被
害
先
数
５
５
７
６
先
・
被
害
額
１
５

４
６
億
円
、
個
人
分
野
が
被
害
先
数
５

５
３
３
先
（
建
物
被
害
４
０
６
３
先
、

家
財
被
害
１
４
０
３
先
）
だ
っ
た
（
７

月
時
点
）。

「
法
人
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
お
客
様
を

分
析
し
ま
す
と
、
そ
の
８
割
近
く
が
熊

本
市
内
や
益
城
・
阿
蘇
地
区
に
集
中
し

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
設
備
被
害
の
大

き
か
っ
た
お
客
様
を
み
る
と
、
震
源
地

お
よ
び
二
つ
の
断
層
帯
周
辺
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
リ
サ

ー
チ
活
動
で
把
握
し
た
お
客
様
の
被
災

状
況
や
ご
要
望
事
項
な
ど
様
々
な
情
報

が
、
そ
の
後
の
支
援
施
策
を
立
案
・
実

施
す
る
う
え
で
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
」（
総
合
企
画
部
文
化
広
報
室
）

　

震
災
発
生
か
ら
１
カ
月
後
の
５
月
13

日
に
は
、
復
旧
・
復
興
に
対
す
る
姿
勢

を
明
確
に
す
る
た
め
「
復
興
支
援
方

針
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
甲
斐
隆

博
頭
取
を
委
員
長
と
す
る
「
震
災
復
興

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

復
興
支
援
方
針
は
「
活
力
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
〝
ふ
る
さ
と
熊
本
〟
の
創
生
の

た
め
に
」
で
あ
る
。「
１
．
熊
本
の
復

旧
に
向
け
た
貢
献
」「
２
．
熊
本
の
復

創
造
的
復
興
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

具
体
的
な
支
援
施
策
を
公
表

興
に
向
け
た
貢
献
」「
３
．
熊
本
の
未

来
づ
く
り
に
向
け
た
貢
献
」
の
３
本
柱

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
貢
献
範
囲
と
時

間
軸
の
二
つ
か
ら
「
復
興
コ
ン
セ
プ

ト
」
も
示
さ
れ
た
（
図
表
１
参
照
）。

　

こ
れ
ら
一
連
の
活
動
を
踏
ま
え
、
７

月
15
日
に
、「
創
造
的
復
興
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
公
表
。
法
人
・
個
人
・

地
域
振
興
分
野
別
に
具
体
的
な
施
策
を

打
ち
出
し
た
。
３
部
門
の
施
策
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

四
つ
で
あ
る
。

　

一
つ
目
が
「
地
域
社
会
の
全
体
の
ま

と
ま
り
と
方
向
性
見
極
め
へ
の
貢

献
」。
県
内
文
化
財
復
元
の
た
め
の
支

援
な
ど
が
こ
の
活
動
に
含
ま
れ
る
。
熊

本
城
の
修
復
に
は
５
６
０
億
円
以
上
、

阿
蘇
神
社
に
は
20
億
円
以
上
が
か
か
る

と
推
定
さ
れ
る
が
、
肥
後
銀
行
単
体
で

は
「
熊
本
文
化
財
復
興
支
援
基
金
」
に

15
億
円
、
九
州
Ｆ
Ｇ
全
体
で
は
総
額
21

億
円
余
り
を
３
年
間
に
わ
た
り
寄
付
す

る
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
が
「
経
済
復
興
に
必
要
な
金

融
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
フ
ル
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
」。
法
人
・
個
人
・
地
域
振
興
分
野

の
様
々
な
金
融
支
援
施
策
が
こ
こ
に
含

ま
れ
る
が
、
目
玉
施
策
と
い
え
る
の
が

年
４
月
中
旬
、
熊
本
県
を
中
心

に
九
州
中
部
の
広
い
範
囲
が
激

今

図表１　復興コンセプト
特
別
レ
ポ
ー
ト

サ
イ
ト「
か
せ
す
る
も
ん
。」を
構
築
し
復
興
支
援
関
連
の
情
報
を
発
信

フ
ル
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
メ
ニ
ュ
ー
で

「
投
融
資
一
体
型
」の
支
援
を
展
開

熊
本
地
震
か
ら
半
年
経
過
！
肥
後
銀
行
が
展
開
す
る
復
興
支
援
の
取
組
み




